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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年11月7日(2019.11.7)

【公表番号】特表2018-531247(P2018-531247A)
【公表日】平成30年10月25日(2018.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2018-041
【出願番号】特願2018-516837(P2018-516837)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 209/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/52     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  65/21     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  51/367    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/42     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/89     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  209/36     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  211/52     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   65/21     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ   51/367    　　　　
   Ｂ０１Ｊ   23/42     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   23/89     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月24日(2019.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２，５－ジクロロアニリンを生成するためのプロセスであって：
　水素と、２，５－ジクロロニトロベンゼン、水、アルコール及び／又は酸を含む溶媒を
含む供給混合物とを、水素化ゾーンに供給することと；
　前記２，５－ジクロロニトロベンゼンを、炭素支持体上に白金を含む不均一系水素化触
媒の存在下で水素と反応させて、２，５－ジクロロアニリンを含む反応生成物を生成する
ことと
を含む、前記プロセス。
【請求項２】
　２，５－ジクロロアニリンを生成するためのプロセスであって：
　水素と、２，５－ジクロロニトロベンゼンを含む供給混合物とを、水素化ゾーンに供給
することと；
　前記２，５－ジクロロニトロベンゼンを、炭素支持体上に白金を含む不均一系水素化触
媒の存在下で水素と反応させて、２，５－ジクロロアニリンを含む反応生成物を生成する
ことと
を含み、前記水素化触媒が未改質の水素化触媒であり、前記供給混合物が、脱ハロゲン化
抑制剤を不含である、前記プロセス。
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【請求項３】
　前記水素化触媒が、焼成された水素化触媒である、請求項１または２に記載のプロセス
。
【請求項４】
　２，５－ジクロロアニリンを生成するためのプロセスであって：
　水素と、２，５－ジクロロニトロベンゼンを含む供給混合物とを、水素化ゾーンに供給
することと；
　前記２，５－ジクロロニトロベンゼンを、炭素支持体上に白金を含む不均一系水素化触
媒の存在下で水素と反応させて、２，５－ジクロロアニリンを含む反応生成物を生成する
ことと
を含み、前記水素化触媒が、焼成された水素化触媒である、前記プロセス。
【請求項５】
　前記焼成された水素化触媒が、前記の表面に白金を有する炭素支持体を約５００℃～約
１０００℃の温度に加熱することによって調製される、請求項３または４に記載のプロセ
ス。
【請求項６】
　前記水素化触媒が、前記炭素支持体の表面に、最大寸法で１０ｎｍまでのサイズの白金
金属粒子を含み、前記白金金属粒子の少なくとも約２５％（数基準）が、最大寸法で２ｎ
ｍ～１０ｎｍであり、及び／又は、前記白金金属粒子が約２．５から約８ｎｍの平均粒径
を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項７】
　前記水素化触媒が、合計触媒重量の約５重量％以下である白金ローディングを有する、
請求項１～６のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項８】
　前記水素化触媒が、金属触媒改質剤を本質的に不含である、または不含である、請求項
１～７のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項９】
　前記炭素支持体が、約５００ｍ２／ｇ～約３０００ｍ２／ｇである合計ラングミュア比
表面積、約７５０ｍ２／ｇ～約２０００ｍ２／ｇであるラングミュアマイクロポア表面積
、約０．５ｎｍ～約５ｎｍの範囲である平均ポア直径、及び／又は少なくとも約０．３ｍ
ｌ／ｇのポア体積を有する、請求項１～８のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１０】
　前記水素化触媒の前記炭素支持体が、活性炭を含む、請求項１～９のいずれか一項に記
載のプロセス。
【請求項１１】
　前記溶媒がアルコールを含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項１２】
　前記アルコールが、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、１－
ブタノール、２－ブタノール、ｔ－ブタノール、及びこれらの混合物からなる群から選択
される、請求項１１に記載のプロセス。
【請求項１３】
　前記溶媒が、酸を含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項１４】
　前記酸が、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、クエン酸、及びこれらの混合物からなる
群から選択される有機酸を含む、請求項１３に記載のプロセス。
【請求項１５】
　前記水素化反応が、約２０℃～約１００℃である温度で行われる、請求項１～１４のい
ずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１６】
　前記供給混合物が、脱ハロゲン化抑制剤として機能する添加剤を不含であるまたは本質
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的に不含であり、及び／又は、マグネシウムの水酸化物または酸化物、脂環式アミン、及
び酸性リン化合物を不含であるまたは本質的に不含である、請求項１～１５のいずれか一
項に記載のプロセス。
【請求項１７】
　前記反応生成物が、２－クロロアニリン及び３－クロロアニリンをさらに含み、３－ク
ロロアニリン対２－クロロアニリンのモル比が、約６：１以下である、請求項１～１６の
いずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１８】
　前記反応生成物が白金をさらに含み、前記反応が前記反応生成物から白金を回収するこ
とをさらに含む、請求項１～１７のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１９】
　３，６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸またはその塩もしくはエステルを調製するた
めのプロセスであって：
　請求項１～１８のいずれか一項により２，５－ジクロロアニリンを生成することと；
　２，５－ジクロロアニリンをジアゾ化して２，５－ジクロロベンゼンジアゾニウムを付
与することと；
　２，５－ジクロロベンゼンジアゾニウムを加水分解して２，５－ジクロロフェノールを
形成することと；
　２，５－ジクロロフェノールをカルボキシル化して２－ヒドロキシ－３，６－ジクロロ
安息香酸を形成することと；
　２－ヒドロキシ－３，６－ジクロロ安息香酸をメチル化して、３，６－ジクロロ－２－
メトキシ安息香酸塩及び／またはそのエステルを含むメチル化反応生成物を形成すること
と；
　前記メチル化反応生成物を任意選択的に鹸化して３，６－ジクロロ－２－メトキシ安息
香酸を形成することと
を含む前記プロセス。
【請求項２０】
　ハロアミノ芳香族化合物を調製するためのプロセスであって：
　水素と、ハロニトロ芳香族化合物を含む供給混合物とを、水素化ゾーンに供給すること
と；
　前記ハロニトロ芳香族化合物を、炭素支持体上に白金を含む水素化触媒の存在下で水素
と反応させて、前記ハロアミノ芳香族化合物を含む反応生成物を生成することと
を含み、
以下の特徴の１以上をさらに含む：
（１）前記水素化触媒が、焼成された水素化触媒である；
（２）前記供給混合物が、酸を含む溶媒をさらに含む；
（３）前記水素化触媒が未改質の水素化触媒である；
（４）前記供給混合物が脱ハロゲン化抑制剤を不含である；
（５）前記反応生成物が２－クロロアニリン及び３－クロロアニリンをさらに含み、３－
クロロアニリン対２－クロロアニリンのモル比が約６：１以下である；
（６）前記反応生成物が２－クロロアニリン及び３－クロロアニリンをさらに含み、２，
５－ジクロロアニリンから２－クロロアニリン及び３－クロロアニリンへの選択性損失が
約０．４モル％未満である；かつ／または
（７）前記水素化触媒が、最大寸法で１０ｎｍまでのサイズの白金金属粒子を含み、前記
白金金属粒子の約５０％（数基準）以下が最大寸法で２ｎｍ未満である；
前記プロセス。
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